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お部屋をあたためたいとき □ 

•泡風運転を使います。 r 、 


d > l 1ページ 


お部屋が乾燥しているとき 

«加涅運紇を使います A 


く>11ページ 


•おやすみ時にセツトすると、 
r 切タイマー j で、あたたかいうちにおやすみ • 
r 入タイマー j で*あたたかくなつてからお目見め 
ができます。 


おやすみやお目覚めを 
快適にしたいとき 


ぐ13ページ 


加湿と温風で 

うるおいのあるお部屋にノ 


お部屋をあたためて 
しっとりさせたいとき 

•温涵丑転と加溜 ae を 
同時に使います。 


^>11ページ 





加湿中でも 

湯気(蒸気)は見えません 


♦安全上の C 注懑 


♦各部の J 
•お使い t 


通風を当 
ZOS 中で 


ffte は•湿った加；5フィルターに 
を当てて気化させる加湿方式なので. 
中でも、吹出口からは.薄沄(蒸気)は 
見えません。（イラストはイメージです） 


»お使いになるまえに . 

•交»ラベルに®用 WW 日を紀入する • 
•タンクに水を入れる • 

•本体の8蘿《所 . 

•タンクの水がなくなつたとき . 

*5 期問使用しないとき . 


[つた 

] S フイルター 


内部のお手入 


•水あ J)M S 色や白い固ま〇 ) 塊 
(クエン肇を受つて洗浄する、. 



015 .16 ページ 


參故®かな!？ . 

• w 常 wak ついて 

參保 K とアフターサービス 

•仕様 . 

•暖房と加*の目安 . 

♦別売品 .. 


•. 18 

•藤表紙 
•裏表紙 
•裏败 


1203V 
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安全上のご注意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危答•財 S への洧5を*然に防止する r こめ•必ずお守 D いただくことを、次のよう 
に說明しています* 

■表示内容を無視して.誤った使いかたをしたと5に生じる危苦や祺 S の S 度を次の表示で区分し、说明して 
います。 

を負う可性が!?•足される J 内容です。 


r こは？?的 flg のみが発生する可能性び想定 


■お守りいただく内容のを、次の絵表示で区分 UifiSfi しています“下紀は、絵表示の一例です〇 



0 

〇 


このような絵表示は.してはしない「罕止 J 内容です 3 


このような絵表示は • 必ず笑行していただく f 赛制」内容です。 


△警告 


絶対に分解したり、修理 • 
改造をしない 

/ CT \ 與常 

( x) 糖作して p 
viy 感電の原因になり 

分解禁止ます 

1 •«a»K9EE 〜 3BBK ださし、1 

定格 15A •交流 100V の 
コンセントを单独で使う 

糖〇■■と讲用する 

If 

修 §5 J — ド&定格〗 5AIU± の 

% — grr^i r^T t % ^ _^T 1 % 

C } こ ^2 し、 シ 

スブレー缶などを本体の 

温風吹出口やすき間に 
ビンや針金、金厲物など 
の異物を入れない 

近くに H かない 

|\| 発ゃ火災の 

(S) 

v^y 貧困になります 

»止 

'〇 7 


乳幼児や自分で温度 
調節のできない方には 
特に注意する 


❶ 



電源フラグは根元まで 
確実に差し込む 



窀源ブラグをぬれた手で 

獅コー 

抜き差ししない 


(げた？)、0 

® 口? 因 , こ 

0 

ぬれ手箱止 

m ± 




邏んだまま®用すると. 


• i い t のを*せた0、朱ねたりしない。 
B •ショー ト•火災の胲因 I 


こ•相 SR ください。 
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△警告 


電源プラグを抜き差し 
するときは、必ず運転 
切/入ポタンを押して、 
切ってから行う 


❶ 


やコンセントび 
傷み • 火災の原 
因になります。 


お手入れの際は、 
必ず笛®プラグを 
抜く 

C 不擊に作18 

ag プラグ s の gs に 

を抜く なります： 


電 i 原プラグのほこりなどは 
定期的にとる 

〇 フラクにほこ0がたまると、 
S 51 などで绝 S 不良とな 
火災の原因になります。 


參プラクを¢5、乾いた布でふいてくだ 
さし、 

•5 染®嗳わないときはブラクを班いて 


溯暇 n 

:ださい ■ 


△注意 


カーテンなど燃えやすい 
ものの近くでは使わない 


Q 


火災の ® gr 
な0ます。 


本体に衣類やふとんを 
掛けて使わない 


0 


Z . 妙の 


温室 • 浴室など高温 • 
多湿 • 水のかかる場所 
では使わない 


㉘ 

水«使用禁止 


其笔して、 ©«• 
火災の原因にな0 


使用中や使用®後は、 

温風吹出口など熱い部分 
に触れない 


⑧ 


の原因にな0ます。 


* 移動やど こ〇塌合は，本体 

が泠めてから行つてください。 


S 時間同じところを 
温め規けない 


Q s 


やけどや！ 
やけどの gg 


乾燥など他の用途には 
使わない 


0 


a 熟して 


^て，火災の 
こな〇ます a 


タンクの水は毎日新しい水道水と入れかえ、本体内部 
は常に清潔を保つよう定期的に掃除する 


掃除する 

• 汚 nr > 林? 


〇 播除せずにお使いに《ると • 汚 nr > 木®かによ〇. 
カビゃ JIB が繁殖し*矣の g 因にな〇ます 
まれに体 H によつては • a @ に反 c し.健用によく 
ないことが s ります ； 


• ' :ニマ：ソフ旧浚してくださし、 
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安全上のご注意各部のなまえ 


△注意 


電源プラグを抜くときは、電 S コード 
を持たず、霉源ブラグを持って抜く 


C 

ブラ i 
を抜く 


コードが、シ 3 — 卜して火災 
*a の睽因になります。 


犬や猫などのべットの暖房用には 
使わない 


Q 


ぺットが本体 
火災の原因に 


なる ST 1 が®0ま5 = 



本体を移動させるときはゆらさない 



加海トレーの水がこぼれる M 8 C 
Vy な诉す。 


C3EDI 


に近づけないでください。 

( フロー トが琪勁作する*合が®ります） 

♦足職出□や ® aa se センサーはふさいだ 
りしないでください。 

• s 的日光の当たるところには a かないでくださ 


ぼれ防止のために… 


，た、平らなところに a 

りルは定期的にお手入 

ヾひどくなると加涅ラン 


•汚れがひどくなると加 s ランフ 
返し、が俘止します a 


性 iHg 下を防ぐため 
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お使いになるまえに 



タンクに水を入れて、 

キャップをしっかりとしめる 

_水は必ず木通水 ( tt 用)を使ってください • 

•及水 （40 C 以上 hIt ? 薷漯 n た水.《8«や洗則を入れた水 
などは入 n ない 
《本 < W )8 fg や故歸の用因 I 

•摩水器の水，アルカリイオン水 • ミネラルウォーター.《户水など 
は入れない 

(カビや M 麵び* W しやすい用因） 

jS ■い 

• タンクのまわりの水はふき取ってください • 

(フロントパネルや水位怒内雋に 《■ することがあ0ます） 

タンクを本体にセツトし • 

フロントパネルを取りつける 


D フロントパネル下_のつめ（左右2力所）を本》の穴（左右2力所〉 
に8し込み. 

?) 上幫®第を押して r 乃チツ j とはめる 


取っ手を 

タンクを取り出す 


フイルタ 




C *«! W 1： •フイルタ_ 

KWria FCF 1950042 

^ m«»o * n a > I 


交換ラベルに使用開始日を 
記入する 

• 1シーズンの使用び ffl * フイルターの 
交明の目安です • 

(タンク給水12008度） 


加湿フイルターの交換時期について 

• 1シーズン以内でも、次のような状*になった*合は交換してください 

•お手入れして6—ニオイがとれなし、変色(*，茶色）や汚れがひどい*白い固ま D がとれない 
• 傷みや型くずれがひどい（使い始めてすぐに赤味をおびることが®03 
• 古い加湿フィルターは不燃初として艉囊してください 


ますが »* ではありません） 
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壁や燃えやすいものから右図の寸法を 
雜してお使いください。 

ただし、左右面のどちらか一方は、 S ゃ S 8 S 物 
で囲まれていない開放空商にしてくださし、 

後万 
4 5 cm 




I タンクの水がなくなつたと5 



長期問使用しないと5 


—y> 


① お手入れをして 4 

② タンク、加湿トレー、フイルター押 
加湿フィルターの水をよくふき取る 

③ 除干しする 


さえ， 


④ポリ袋などをかぶせる 
策湿気の少ないところに保管する 

•カビの発生を防ぐため •• 
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お願い 


し十分に堪千ししてください。 






運転のしかた 



•M 吹出口からは、 

S 気(蒸気)は見えません。 

•この » 到 3、 ;sa で a 化させる加湿方式 


• の切り換え時は『ビッ j n でお知らせします《 

• ボタンは • 5柃 U 1 上押し较けると、自的にび止李ります。 


‘入っている两は、 S 時問電®プラグを B いた 
でください。 

明を.正しくお知らせすることができません^ 
:，ンプ;! tfl ) (» yi 5^ —ジ） 

ンプは • タンクに水を入れて約2遇間 ar に 
点幻します • 

1 格源ブラクを*した*まの W * でした時間です • 

• »期閜ご使用にならないときは•節«のために抜いて 
ください • 入ボタンが f « J の状®でも約 08 W 
の霉力を; flit してい*す） 

• 凍«のおそれのあるときは、タンクと加«トレーの水を 
抬てて < ださし、 


箱®ブラブ奄*し込 3K 


m 


_** ランブと邇 nr « j ランプ 
が点灯し • iSMfc を始めます0 


(ふたたび押すと雄切 j に 
な〇ランプが消灯） 


* 室内の a 度. 
y こわ〇ます。 




目的に応じた運転を選ぶ 



お部屋をあたためたいとき 


お部屋をしっとりさせたいとき 


すばやくあたためたいとき 


• 溜風ボタンの r « の®り*えには • 隱■の変化はありません • 


=切/温風^) 


押して 

お好みの運転を選ぶ 


•泡®ランプが点灯します • 

• 押すたびに® fc び WOftDO ます《 


名®ル転を止めたいとき • • • • 


ほどよくあたためたいと5 ••• 


( j ™£) 器ミの撕を選ぶ：輥ぽ2£ぬゐ晰 

<*«> _ 


連親して加湿したいとき •••• 

〈自動〉 

低めに湿度を保ちたいとき••… 

く自動〉 

ほどよく湿度を保ちたいとき ••• 

く自動〉 

高めに湿度を保ちたいとき •••• 


加湿邏転を止めたいとき • • • • 



• く目13> は S んだ S 8 を保つため • 渴5の変化に応じて、自咖に Z 0 S したり • った0します， 

參自動 Sfc の港 S の目安は rfej び40%、沖』が5096、旧』が60%です❼（港度 S + の a 示と2び出ること 
があ0ます） 

囘じ室内でも® SS や気 S などのため、場所や*さによって湿度び運う*合があ D ます • 


お部屋をあたためながらしつとりさせたいとき 





タイマー予約のしかた 






使いかた 


切タイマー予約のとき 


_ ( to タイマ-) 


押すたびに t 


押す 


>一時間が切0«わ 0* す • 


日寺間の格過とともにタイマーランプが切0換わ0, 
残0時間の目安を表示します • 

予約した坍間後に Sin を停止します • 


(時 (0 後切) 

1 2 

(点 *7)0 — 〇 


㈣ 


入タイマー予約のとき 


(入タイマ-)押す 


• 押すたびに入タイマ _W 闘び W 0* わす • 

• 入タイマー予約すると • 約30秒两 2Mfc を 
してから ff 止します • 

• B.VB1 の《逸とともにタイマーランプが«〇»わ 
の目安を表示します • 



• «fc を開始してから* 2 時躅後、 自 I? 的にを 
序 止します。（切0忘れ防止） 

• 通 fc 中は切タイマーランプが点灯します， 

• @fc 中に切タイマー以外のボタンを押すと • 

切タイマーが取打消されます。（切タイマーラン3 


(時間後切） 

1 2 

〇 (3(点灯〉 









お手入れのしかた 


お手入れはこまめに！！ 

• 常に溻潔に保5•性*低下を防止するため 














必ず電源プラグを抜いて、本体が冷めてから。 

( ffte 停止後•約 15 分） 

«源プラグを差し込み、タンクに水を入れてから、約28問たつと、お手入 
れランプが点灯して、加湿フィルター 、 M 港トレー、フイルター押さえのお 
手入れ時期をお知らせします。 

• afc は自動的に rwj 《どの# fc ボタンを押してで!ん） 

參 aa 中はずっと点灯 





お手入れのしかた 


加湿フィルターのお手入れ 


r ップ•播定以外の洗用で t 
こオイや汚 n が 
參播定洗期で •10*3 

( s 形や s 色の原因 


洗用では*台所用中性洗剮で&お使いになれますが、 
n び： s ちにくいことが»〇ます> 


-4 水*たはぬるま灞に 

I 洗期を入れて溶かす 


r\ MliS フイルタ 

iL つけ霾き洗， 


一を入 n て 

いする 


水を入れ B えて 

すすぎ洗いをする 

籲水を入れ鯓えて • 

2〜3回罎り通す* 


水あかが取れにくいときは 
クエン酸で洗摩します。 

(»" このページ T > 


を使ってお手入れをします 


I クエン酸のお取り扱し 


(* 度が高いと部 

龜ォ貧ギ社 I \1ォ • iXTt ' 


ffl の抓 

しい:? 


春すすぎ洗いは：必ず新しい水で • 

(加湿トレーにもクエン«の成分が»0.ニオイの免生や故■の B 因になります） 

•使用後は：クエン B は食 a ぶ加初につき ATM 生上無 S ですが • 幼児の手の届かないところで保管して 


加湿トレー•フィルター押さえ加湿フィルター 

クエン酸を薄めたぬるま满を浸した柔らか tW 5 で汚れ クエン»を：！!めたぬるま漏でつけ■き洗い後、 








故障かな!？ 


I 




以下の項目に従ってお調べください。 

必ず电*プラグを抜してから、お H い上げの販无店に修理をこ•依角ください。 


S 気(蒸気)が出ない 


運転しない 


| 電 fi プラグ tf コンセントからはずれていませんか。 

お手入れランプが点 fl していませんか。 

フイ』 w — と aca トレーをお手入れ u リセット 
ボタンを疼す • 


一 （ as グリル）をお手入れする。 




苗屋が a 用氏 ® 福よ o 広すぎません &\ 
をしていません OV 

床や爱の好 * 、または SStt* によって « な〔 

に < し 


IB 


， SOiS フィ JI/ ターに水あかやゴ S が付 * していませんか。 
—ats フィルターをお手入れする • 

» ais トレーが汚れていた〇、水が古くなつていませんか。 
溶トレーをお手入 n する。 

— お手入れをしてもニオイがするとき ; t 加渴フィル 


ニオイが出る 


— お手入れをして？}こ 


し 70 S フィル 


タンクに水が入つているのに ^ 
給水ランプが点滅する 


_ ターを交袭する • _ 

jca トレーびに本体に入っています〇 
本体び傾いていませんぴ。 

— 安定した、平らなところに没 ■ し a す。 


JCS トレ 


〜 s® が異常のときは安全装霾びはたらきます 
必ず笔源フラグを抜いてから、以下の項目をお通べくださし、 


加湿ランプが順番に点 JJ を》り 
返している 


♦入タイマーランプ 「5 J が点灯しているとき 

— 圾気グ | J ルをお手入れする争 

一圾瓦□、 M 吹出□をふ2がなし从うにする • 

—それでちタイマーランプ rsj が点灯している* s 


#点灯していると i 

し B す。 



•入夕 

則 




















保証とアフタ ー サ ー ビス(ょくぉ読みくだ 


修理•お取り扱い•お手入れ 
まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 


■保証* (添付） 

お 5 い上げ日•板売 E 
«かめ • お ff い上げの販売店からお受け取0く 
ださい c よく B 我みのあと•保?？してください》 


保5[期聞：お H い上げ日から本体1年問 

/ただし. 33溶フィルターは消耗 S です 
ので保纽用問内でも「有料」とさせて 
1いただ5ます 


修理は. 



ス会社 
、合わせは • f 



ゼンター上 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は.この®笑フアンヒーターの補修用性 
を. san ち切〇後6年保有していま 

；£) 笮铉弔性症5星とは、その»品の®*を 
_ H 持するために必要な部品です c . 


修理を依頼されるとき 


17ページの :娜⑽，: 
店へご逢絡 < ださい： 


:- 36ないときは • ます堪源プラグを抜いて • お H い上げの販売 


•保証期間中は 

保紐害の規定に従って.お H い上げの板元店び笮理を 
させていただきますので • sn 入〇ますび. & S に 
保 a 塞を添えてこ持 S ください， 

♦保 a 期間を a ぎているときは 

修理すれば®玥で5る裂 ac ついては • ご希望によ 
0有 M で修理させていただ5ます 

•修理料金の仕組み 

修 5 fH 金は、技绗料代- 


こ if 格いただ5たい内容 

& 名 

as フアンヒーター 

S S 

FE -12 D 3 V 

お5い上げ日 

年月日 

故®の状況 

で5るだけ貝体的に 









晰在? 8 










m 



5 CS 100 V 



SS「SJ + 财 


400/375 mL/h 
170/155 mL/h 




加湿の目安 


vj 

M 

V 


運転 


W 3 B ^4 Qm c 


的 6* (8 4 m " 


交換用加湿フィルター 

(サービスパーツ） 

SESSS FEF 1950042 

希3小充13格1000円# 


13年9月 

X 5 バツ 


弓現 S : 

ツク） 


愛情点検 


艮年こ•使用の龟5[フアンヒーターの点核を 


•スイソチを入 n て？; Sfc しないことがある 
參コードを鮝!かすと#琴した?) • しなかつた0 9 i 
•格 S フラグやコードび SS 1 こ蜱し、 

•逢 fc 中に異常な苜する， 

參本《ぴ g ネ I こた〇•こげくさい受い¢92 


便利メモ （ 


販売店名 

お客® 
ご相致窓口 


松下甭器産業株式会社 
松下精エ株式会社大阪事業 

i 536-8555 大阪币《穿区今港 S 6 丁 


56 丁巨2番61弓 
c て* M 露吹三会^ 


fO 洋？木®和室 



5»や事故防止のため. 
スイッチをンセ 


ントから* S フラク？ 
3いて • 必す販充3に 
S 味をご®»くださし、 


12 D 3 V 


I 
























